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原案可決（全会一致）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

原案承認（全会一致）

〃

原案同意（全会一致）

〃

〃

採　　択（多数）

継　続　審　査

継　続　審　査

採択（全会一致）

原案可決（多数）

原案可決（全会一致）

日田市税条例及び日田市国民健康保険税条例の一部改正について

住民基本台帳法の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の整備について

工事請負契約（津江小中学校校舎新増改築建築主体工事）の締結について

工事請負契約（高瀬小学校屋内運動場改築建築主体工事）の締結について

工事委託協定（日田市公共下水道日田終末処理場建設工事委託協定）の変更協定の締結について

損害賠償の額の決定について

大分県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について

平成24年度日田市一般会計補正予算（第１号）

専決処分（日田市税条例の一部を改正する条例）の承認について

専決処分（日田市都市計画税条例の一部を改正する条例）の承認について

人権擁護委員の推薦について

日田市固定資産評価員の選任について

日田市監査委員の選任について

消費税の増税に反対する意見書を国に提出することを求める請願書

メサと滝回廊基本構想「水郷ひた　水と文化アートプラン」における調査室設置に関する請願

学校図書館の蔵書整備・充実に関する請願書

「義務教育費国庫負担制度の堅持を求める」意見書提出に関する請願

消費税の増税に反対する意見書

義務教育費国庫負担制度堅持に関する意見書

議案第77号

議案第78号

議案第79号

議案第80号

議案第81号

議案第82号

議案第83号

議案第84号

議案第85号

議案第86号

議案第87号

議案第88号

議案第89号

請 願 第 1 号

請 願 第 4 号

請 願 第 5 号

請 願 第 6 号

意見書案第３号

意見書案第４号

議案番号 議決結果件　　　　　　　　　　　　　名

平成24年 第２回（6月）定例会
　平成24年第２回定例会は、６月７日から会期21日間で開かれました。本定例会では、条例の一部改正や1億2,954万

9,000円を追加する平成24年度一般会計補正予算など、19件の議案について審議を行い、下記のとおり決定しました。

■本定例会で審議した議案とその結果

6/7～6/27  21日間

平成24年 第２回定例会  賛否の状況（全会一致以外）

議案番号

請
願
等

※「○」は賛成、「●」は反対（不賛成）、「欠」は欠席を表します。

※議長（井上明夫）は、可否同数のとき又は特別多数議決のとき以外は表決に加わりません。

請 願 第 １ 号

意見書案第３号

採択

可決

20

20

3

3

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

●

議 

決 

結 

果

賛　
　

成

反　
　

対

坂
本　
　

茂

松
野　

勝
美

権
藤　

清
子

日
隈　

知
重

大
谷　

敏
彰

石
橋　

�
彦

吉
田　

恒
光

赤
星
仁
一
郎

飯
田　

茂
男

羽
野　

武
男

古
田
京
太
郎

溝
口　

千
壽

�
瀬　
　

剛

居
川　

太
城

財
津　

幹
雄

岩
見　

泉
哉

田
邉　

�
子

立
花　

正
典

森
山　

保
人

坂
本　

盛
男

樋
口　

文
雄

嶋
�　

健
二

中
野　

靖
�

井
上　

明
夫

賛否
会派名、議員名及び賛否の別

市政クラブ 互 認 会 社民クラブ 新世ひた 日本共産党 公明党

賛否の主な討論の内容

■請願第１号（反対・賛成討論あり）
　日本の税制は課題が多く、消費税のように誰もが公
平に税金を支払う間接税が望ましく、子・孫の世代に
付けを残さないためにも、社会保障として安定的な財
源が必要であり、消費税増税は必要であるとする討論
や、税制改革、経済改革を行うことにより、消費税に
社会保障を頼らず、社会保障を充実させ財政危機を打
開することができるため消費税増税には反対するとい
う討論が行われ、採決の結果、多数をもって案のとお
り採択された。

■意見書案第３号（反対討論あり）
　税制の大原則は、生活費に税金を掛けないことと能
力に応じて公平に税金を負担することであり、この原
則を踏まえた税制によって財源を確保すべきであるこ
とから、消費税増税を行わないこと、大企業、大資産
家に応分の負担を求めることを、国に要望するもので
ある。しかし、消費税の引き上げは将来にわたって安
心できる社会保障制度を構築するための財源確保が目
的であるにも関わらず、意見書は消費税増税そのもの
に反対であることから、意見書の提出に対して反対討
論が行われたが、採決の結果、多数をもって原案が可
決された。
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質
問　

市
の
今
後
５
年
間
の
財
政
収
支

の
予
測
は
、
大
変
厳
し
い
と
の
発
表
で

あ
っ
た
が
、
市
長
と
し
て
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
手
段
で
財
源
不
足
を
解
消
す

る
の
か
伺
う
。

市
長　

今
年
度
は
事
業
実
施
計
画
の
策

定
に
取
り
組
み
、
事
業
の
精
査
を
行
い
、

将
来
を
見
据
え
た
事
業
展
開
と
市
民
参

加
の
事
業
仕
分
け
で
職
員
の
意
識
改
革

を
図
り
た
い
。
ま
た
、
７
・
８
月
は
節
電

対
策
を
含
め
時
間
外
勤
務
削
減
に
取
り

組
み
事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
た
い
。

質
問　

水
郷
日
田
を
後
世
に
残
す
た
め

に
、
水
と
森
づ
く
り
、
環
境
問
題
に
取

り
組
む
市
長
に
「
が
れ
き
の
受
入
れ
は

行
わ
な
い
」
と
表
明
し
て
は
ど
う
か
、

ま
た
、
が
れ
き
受
入
れ
に
つ
い
て
関
連

団
体
と
話
合
い
は
行
っ
た
の
か
伺
う
。

市
長　

市
民
の
同
意
や
議
会
の
決
議
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
処
分
能
力
が
僅
か

で
あ
る
こ
と
、
福
岡
都
市
圏
の
水
源
地

で
あ
る
こ
と
、
多
く
の
産
業
へ
の
風
評

被
害
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

現
時
点
で
は
大
変
厳
し
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
関
係
団
体
と
の
議
論
の
場

は
公
式
に
開
い
た
こ
と
は
な
い
。

質
問　

教
育
行
政
実
施
方
針
に
は
、
社

会
情
勢
に
合
わ
せ
て
施
策
等
を
適
宜
見

直
す
と
あ
り
、
ま
た
、
文
部
科
学
省
は

通
学
区
の
選
択
制
に
つ
い
て
指
導
し
て

い
る
。
日
田
市
も
学
校
自
由
選
択
制
を

導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
、
ま
た
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
か
伺
う
。

教
育
長　

通
学
区
は
教
育
の
機
会
均
等

や
水
準
の
維
持
向
上
の
趣
旨
か
ら
の
制

度
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
か
ら
の
弾
力

的
運
用
の
通
知
を
機
に
、
特
例
と
し
て

配
慮
を
し
て
い
る
が
、
学
校
自
由
選
択

制
は
考
え
て
い
な
い
。
各
種
委
員
会
で

学
区
に
つ
い
て
の
話
は
伺
っ
て
い
な
い
。

質
問　

日
本
社
会
で
は
医
療
費
増
加
の

た
め
、
医
療
保
険
の
運
営
に
大
変
苦
慮

し
て
い
る
。
日
田
市
に
お
い
て
は
、
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
取
組
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

部
長　

大
分
県
に
お
い
て
は
、
平
成
22

年
に
大
分
県
後
発
医
薬
品
安
心
使
用
促

進
協
議
会
を
設
立
し
て
い
る
。
市
も
国

民
健
康
保
険
窓
口
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
説
明
を
行
い
、
同
時
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
を
渡
し
て

い
る
。
平
成
23
年
度
か
ら
国
民
健
康
保

険
と
後
期
高
齢
者
保
険
の
加
入
者
に
対

し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
え
た

場
合
、
ど
の
く
ら
い
医
療
費
が
軽
減
で

き
る
か
を
示
し
た
使
用
差
額
通
知
を
送

付
し
て
い
る
。
今
後
と
も
医
療
費
の
削

減
、
患
者
の
負
担
軽
減
と
い
う
立
場
で
、

よ
り
積
極
的
に
使
用
促
進
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

質
問　

現
在
の
日
田
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

が
稼
動
を
始
め
て
22
年
が
経
過
し
て
い

る
。
今
後
の
日
田
市
の
ご
み
処
理
対
策

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

部
長　

当
施
設
は
、
今
後
適
切
な
補
修

整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
10
年
程
度

の
継
続
使
用
は
で
き
る
と
の
診
断
は
受

け
て
い
る
。
し
か
し
、
更
新
や
大
規
模

改
修
の
時
期
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
に

は
間
違
い
な
い
。

質
問　

10
年
後
の
日
田
市
の
ご
み
処
理

を
考
え
た
と
き
、
今
か
ら
こ
の
問
題
に

市
政
に
反
映

　

皆
さ
ん
の
声

市
政
に
反
映

　

皆
さ
ん
の
声

市
政
に
反
映

　

皆
さ
ん
の
声

一般質問　

平
成
24
年
第
２
回
定
例
会
で
は
、
６
月
14
日
、
18
日
、
19
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
市
政
に
関
す
る

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
15
人
の
議
員
が
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
の
中
か
ら
、
そ
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

立　

花　

正　

典

市
の
行
政
課
題
、

日
田
市
へ
の
が
れ
き
の
受
入
れ
な
ど

石　

橋　

�　

彦

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て
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取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
、
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

市
長　

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
処
理
施

設
問
題
は
、
刻
々
と
時
間
と
と
も
に
迫

っ
て
き
て
い
る
と
い
う
認
識
は
あ
る
。

今
後
い
ろ
い
ろ
な
情
報
等
を
研
究
し
な

が
ら
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
方
針
を

決
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

日
田
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た

環
境
都
市
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
描
い
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

市
長　

日
田
に
は
恵
ま
れ
た
森
林
資
源

の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
や
、
生
ゴ
ミ
等
の

有
機
物
を
活
用
し
た
発
電
を
始
め
、
太

陽
光
、
小
水
力
、
風
力
な
ど
地
域
資
源

を
活
用
し
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
活
用
可
能
な
も

の
か
ら
導
入
を
図
り
、
環
境
都
市
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。　

質
問　

３
・
11
東
日
本
大
震
災
以
降
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
状
況
が
一
変
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
取
組
の
見

直
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

部
長　

国
の
基
準
や
方
針
が
示
さ
れ
た

ら
必
要
に
応
じ
て
、
第
２
次
環
境
基
本

計
画
の
目
標
に
つ
い
て
、
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

間
伐
材
、
林
地
残
材
を
活
用
し

た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
の

話
が
あ
る
が
、
公
表
で
き
る
範
囲
で
お

答
え
願
い
た
い
。

市
長　

そ
う
い
う
話
が
あ
る
と
伺
っ
て

い
る
。
日
田
の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し

て
は
十
分
に
応
え
ら
れ
る
と
思
う
。
市

の
林
業
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
誘

致
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

通
学
路
の
交
通
安
全
及
び
大
雨

や
台
風
時
に
お
け
る
危
険
箇
所
の
実
態

把
握
と
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
次
長　

通
学
路
の
危
険
箇
所
に
つ

い
て
は
、
学
校
、
育
友
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

協
力
し
て
実
態
把
握
に
努
め
て
き
た
。

実
態
を
踏
ま
え
て
、
各
学
校
で
は
児
童

生
徒
へ
の
交
通
安
全
指
導
の
徹
底
、
教

職
員
や
保
護
者
及
び
地
域
の
方
々
、
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
、
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

な
ど
関
係
者
と
共
に
安
全
確
保
に
努
め

て
い
る
。

質
問　

４
月
１
日
以
降
、
市
葬
斎
場
の

運
営
は
直
営
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
委
託
業
務
の
選
定
の
在
り
方
に
つ

い
て
伺
う
。

部
長　

直
営
で
運
営
す
る
に
当
た
り
、

利
用
す
る
方
に
支
障
を
来
た
さ
な
い
よ

う
に
、
12
業
務
の
う
ち
８
業
務
を
随
意

契
約
で
委
託
を
行
っ
た
。

質
問　

随
意
契
約
を
行
っ
た
８
業
務
の

中
身
を
伺
う
。

部
長　

火
葬
業
務
、
霊
き
ゅ
う
車
運
行

業
務
、
清
掃
業
務
、
火
葬
炉
点
検
業
務

等
で
あ
る
。

質
問　

３
月
の
定
例
会
で
否
決
さ
れ
た

指
定
管
理
者
の
議
案
は
、
公
平
性
、
公

正
性
、
透
明
性
が
担
保
で
き
な
い
と
の

理
由
で
あ
っ
た
。
今
回
、
主
要
な
業
務

が
随
意
契
約
と
な
っ
て
い
る
が
、
公
平

性
等
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
。
随
意
契

約
と
し
た
、
そ
の
理
由
を
伺
う
。

部
長　

議
案
の
否
決
後
か
ら
、
限
ら
れ

た
日
数
し
か
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、

専
門
的
な
技
術
が
必
要
で
あ
り
、
研
修

等
を
考
慮
す
る
と
時
間
的
な
余
裕
が
な

く
、
通
常
の
入
札
は
無
理
が
あ
り
、
市

民
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
と
判
断
し
、

や
む
を
得
ず
随
意
契
約
の
判
断
を
し
た
。

質
問　

特
別
の
技
術
と
い
う
条
件
が
あ

っ
た
が
、
選
考
委
員
会
の
な
か
で
も
３

月
の
委
員
会
資
料
の
中
で
も
見
当
た
ら

な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
市
長
の
判

断
を
伺
う
。

市
長　

技
術
的
な
問
題
で
、
市
内
で
そ

の
業
務
を
そ
ろ
え
て
い
る
業
者
が
少
な
い

と
の
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
判
断
を
し
た
。

質
問　

火
葬
業
務
と
霊
き
ゅ
う
車
の
運

行
業
務
と
は
切
り
離
し
て
委
託
等
、
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長　

そ
の
こ
と
も
含
め
、
方
針
を
決

め
て
い
く
。

質
問　

道
路
や
橋
な
ど
の
社
会
資
本
は
、

古　

田　

京
太
郎

地
域
資
源
を
生
か
し
た

環
境
都
市
づ
く
り
に
つ
い
て

溝　

口　

千　

壽

葬
斎
場
の
運
営
に
つ
い
て

松　

野　

勝　

美

防
災
対
策
に
つ
い
て

ジェネリック医薬品への取組は。ジェネリック医薬品への取組は。
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高
度
経
済
成
長
期
に
集
中
的
に
整
備
さ

れ
た
た
め
、
一
斉
に
更
新
の
時
期
を
迎

え
て
お
り
、
高
速
道
路
や
橋
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
寿
命
は
、

一
般
的
に
50
年
・
60
年
と
さ
れ
て
い
る
。

日
田
市
に
お
け
る
公
共
施
設
で
50
年
以

上
が
経
過
し
た
橋
、
ト
ン
ネ
ル
、
市
道

な
ど
の
実
態
を
伺
う
。

部
長　

完
成
後
50
年
以
上
経
過
し
た
も

の
は
、
橋
梁
で
は
２
６
７
橋
、
ト
ン
ネ

ル
で
は
４
か
所
、
市
道
で
は
、
市
道
の

変
更
、
農
道
や
林
道
か
ら
市
道
へ
の
編

入
な
ど
か
ら
、
正
確
な
数
字
は
把
握
で

き
て
い
な
い
。

質
問　

維
持
・
更
新
な
ど
で
見
込
ま
れ

る
費
用
と
、
そ
の
確
保
策
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

部
長　

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
桁
な
ど
の
損
傷
を
、
平
成
18
年
度

か
ら
平
成
21
年
度
に
か
け
点
検
業
務
を

行
い
、
平
成
22
年
度
か
ら
橋
梁
長
寿
命

化
修
繕
計
画
を
策
定
中
で
今
年
度
完
了

予
定
で
あ
る
。
老
朽
化
対
策
に
伴
う
維

持
管
理
費
は
、
多
額
の
費
用
を
要
す
る

こ
と
か
ら
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
補
助

対
象
事
業
で
考
え
て
い
る
。

質
問　

災
害
時
の
自
治
体
災
害
協
定
の

状
況
を
伺
う
。

部
長　

協
定
の
締
結
状
況
は
、
平
成
10

年
に
県
内
全
市
町
村
と
、
県
外
で
は
今

年
２
月
に
熊
本
県
菊
池
市
な
ど
４
市
町

と
協
定
の
締
結
を
終
え
た
。

質
問　

災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
は
広
域

で
起
こ
る
。
近
辺
だ
け
で
な
く
遠
隔
地

と
の
協
定
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

部
長　

こ
の
部
分
も
当
然
必
要
と
い
う

考
え
で
い
る
。

質
問　

こ
の
他
、
環
境
対
策
、
観
光
振

興
、パ
ト
リ
ア
日
田
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

質
問　

管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
の

老
朽
化
に
よ
る
周
辺
へ
の
危
険
防
止
や

廃
虚
化
に
よ
る
景
観
阻
害
・
犯
罪
の
場

と
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
空
き
家
管

理
条
例
の
制
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

部
長　

空
き
家
の
適
正
な
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
は
、
全
国
に
54
例
が
あ

る
。
日
田
市
で
も
、
空
き
家
は
相
当
数

に
上
る
と
推
測
さ
れ
、
今
後
も
そ
の
数

は
増
え
る
と
予
想
す
る
。
市
民
の
生
命

と
財
産
を
守
り
、
安
全
で
安
心
な
生
活

が
で
き
る
よ
う
調
査
研
究
を
行
い
、
条

例
の
必
要
性
や
内
容
を
協
議
し
た
い
。

質
問　

高
齢
者
が
移
動
手
段
に
困
っ
て

い
る
交
通
空
白
地
、
天
瀬
地
区
の
例
で

は
、
下
原
、
馬
原
、
中
村
、
合
田
、
湯

山
、
福
島
、
出
口
、
岩
戸
、
塚
田
、
本

城
の
10
か
所
が
存
在
す
る
。
市
域
の
交

通
空
白
地
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入

の
積
極
的
な
普
及
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

部
長　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入
は
、

平
成
19
年
度
の
事
業
開
始
の
際
に
自
治

会
を
通
じ
て
対
象
と
な
る
１
０
７
集
落

に
知
ら
せ
、
10
路
線
で
実
証
運
行
を
開

始
し
た
。
そ
の
後
は
希
望
調
査
を
行
っ

て
い
な
い
が
、
集
落
や
自
治
会
か
ら
の

問
合
せ
に
そ
の
都
度
対
応
し
て
い
る
。

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
に
基
づ

く
こ
れ
ま
で
の
実
証
運
行
を
踏
ま
え
、

天
瀬
地
区
に
お
い
て
も
本
年
度
か
ら
デ

マ
ン
ド
型
交
通
の
導
入
に
向
け
た
地
域

の
実
態
や
意
向
調
査
に
入
る
。
交
通
手

段
の
な
い
高
齢
者
が
増
え
る
状
況
で
あ

り
、
効
率
的
で
住
民
の
移
動
に
便
利
な

持
続
性
の
高
い
交
通
体
系
の
整
備
を
図

る
た
め
交
通
事
業
者
等
と
協
議
を
行
う
。

質
問　

こ
の
他
、
小
学
校
統
廃
合
後
の

小
中
一
貫
教
育
や
小
中
連
携
教
育
の
ね

ら
い
、
計
画
、
取
組
及
び
現
状
に
つ
い

て
教
育
次
長
に
質
し
た
。

質
問　

上
水
道
と
簡
易
水
道
の
料
金
を

一
本
化
す
る
案
は
、
簡
易
水
道
の
６
割

以
上
の
世
帯
が
値
上
げ
に
な
る
。
例
え

ば
、
天
ヶ
瀬
旅
館
22
軒
の
年
間
水
道
料

金
は
、
給
水
に
か
か
っ
た
経
費
（
約
１

０
０
０
万
円
）
に
４
０
０
０
万
円
を
上

飯　

田　

茂　

男

空
き
家
の
適
正
管
理
で

安
全
で
安
心
な
地
域
に

日　

隈　

知　

重

簡
易
水
道
料
金
の

大
幅
値
上
げ
案
を
見
直
せ

橋梁などの維持・更新は。橋梁などの維持・更新は。
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乗
せ
し
て
支
払
え
と
い
う
改
定
案
。「
適

正
な
原
価
に
照
ら
し
公
正
妥
当
な
も
の
」

と
い
う
水
道
法
に
違
反
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

課
長　

市
が
す
べ
て
の
簡
易
水
道
を
管

理
運
営
し
て
お
り
、
統
一
的
な
料
金
設

定
を
行
う
こ
と
は
、
水
道
法
に
抵
触
す

る
も
の
で
は
な
い
。

質
問　

原
価
１
０
０
０
万
円
に
４
０
０

０
万
円
を
上
乗
せ
し
て
も
、
不
当
な
差

で
は
な
い
の
か
。

市
長　

一
本
化
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
で
、
協
議
を
始
め
て
い
る
。

質
問　

天
ヶ
瀬
旅
館
だ
け
で
な
く
、
水

道
料
が
７
倍
に
跳
ね
上
が
る
介
護
施
設
、

５
倍
に
な
る
病
院
、
４
倍
に
な
る
飲
食

店
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
な
ど
、
営
業
に

大
打
撃
に
な
る
。
５
年
間
の
激
変
緩
和

措
置
が
と
ら
れ
て
も
、
公
平
で
適
正
な

水
道
料
金
の
一
本
化
と
い
え
る
の
か
。

市
長　

現
在
、
行
わ
れ
て
い
る
説
明
会

の
経
過
を
見
た
い
。

質
問　

震
災
が
れ
き
の
受
入
れ
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

部
長　

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
受
入
れ
可
能

量
が
ご
く
僅
か
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に

他
市
の
状
況
で
は
、
市
民
の
理
解
を
得

る
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
風
評
被
害
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。
総
合
的
に
判
断
し
て
、

現
時
点
で
の
受
入
れ
は
厳
し
い
。

質
問　

こ
の
他
、
焼
却
ご
み
の
減
量
、

防
災
行
政
無
線
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
騒

音
被
害
、
自
治
会
委
託
費
の
適
正
化
を

質
問
し
た
。

質
問　

中
小
企
業
の
振
興
は
、
地
域
経

済
の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、
雇
用
の
場

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
も
重
要
な
取
組

だ
。
国
は
中
小
企
業
に
関
す
る
施
策
に

つ
い
て
、
中
小
企
業
基
本
法
を
制
定
し
、

地
方
公
共
団
体
の
責
務
に
つ
い
て
「
そ

の
地
方
公
共
団
体
の
区
域
の
自
然
的
経

済
的
社
会
的
諸
条
件
に
応
じ
た
施
策
を

策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す

る
」
と
定
め
て
い
る
。

　

日
田
市
も
振
興
策
の
根
拠
と
な
る
中

小
企
業
振
興
基
本
条
例
を
制
定
す
べ
き

と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

市
で
は
商
工
会
議
所
や
商
工
会

を
始
め
、
関
係
団
体
と
の
連
絡
を
密
に

し
、
中
小
企
業
者
の
声
を
反
映
さ
せ
た

融
資
制
度
の
充
実
や
経
営
相
談
体
制
の

強
化
な
ど
、
各
種
施
策
の
実
施
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
現
在
、
商
工
会
議
所
等

の
関
係
団
体
と
の
具
体
的
な
意
見
交
換

を
始
め
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
今
後
も
引

き
続
き
各
自
治
体
の
情
報
収
集
を
図
り

な
が
ら
、
関
係
団
体
と
の
協
議
を
重
ね
、

方
向
性
を
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問　

景
観
法
、
環
境
基
本
法
に
は
、

「
そ
の
区
域
の
自
然
的
社
会
的
諸
条
件

に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施

す
る
責
務
を
有
す
る
」
と
、
中
小
企
業

基
本
法
と
同
じ
条
文
が
あ
る
。
そ
し
て
、

市
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
に
基
づ
き
環

境
基
本
条
例
が
あ
り
、
景
観
条
例
が
あ

る
。
再
度
答
弁
を
求
め
る
。

市
長　

制
定
に
向
け
て
と
い
う
こ
と
を

前
提
に
今
検
討
を
進
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。

質
問　

こ
の
他
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

有
効
活
用
、
太
陽
熱
温
水
器
設
置
へ
の

助
成
、
指
定
管
理
者
制
度
の
運
用
に
対

す
る
市
の
対
応
、
歩
道
橋
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

質
問　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
１
６
３

６
校
の
天
井
が
落
下
し
た
。
子
ど
も
へ

の
被
害
や
避
難
所
と
し
て
の
役
割
が
果

た
せ
な
く
な
る
な
ど
、
学
校
施
設
の
天

井
な
ど
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
を
強

化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長　

国
は
、
来
年
３
月
末
ま
で

に
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
を
出
す
予

定
。
こ
の
国
の
指
導
内
容
を
参
考
に
し

て
、
日
田
市
で
も
適
時
改
善
し
て
い
く
。

質
問　

光
岡
小
学
校
の
体
育
館
の
天
井

は
、
設
計
図
を
見
て
も
、
つ
り
ボ
ル
ト

と
つ
り
ボ
ル
ト
の
間
隔
が
、
国
基
準
の

90
㎝
で
は
な
く
１
２
０
㎝
と
な
っ
て
い

る
。
問
題
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長　

測
っ
て
み
る
と
、
施
工
は

１
２
０
㎝
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。
今

年
度
検
査
を
予
定
し
て
い
る
。

部
長　

１
２
０
㎝
と
い
う
の
は
安
全
か

ど
う
か
は
明
言
で
き
な
い
。

質
問　

屋
根
を
支
え
る
鉄
骨
と
平
行
の

横
の
列
の
つ
り
ボ
ル
ト
は
、
90
㎝
間
隔

な
ら
ば
20
本
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
１

２
０
㎝
だ
か
ら
15
本
で
、
５
本
（
25
％
）

不
足
し
て
い
る
。
縦
の
列
は
、
31
列
あ

る
の
で
、
全
体
で
１
５
５
本
の
不
足
に

な
る
。
手
抜
き
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が

羽　

野　

武　

男

「
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
」
の

制
定
を

大　

谷　

敏　

彰

光
岡
小
学
校
体
育
館
の

天
井
落
下
の
不
安
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な
い
。
当
時
の
校
舎
建
設
の
耐
震
に
問

題
が
出
て
く
る
。
夏
休
み
も
利
用
し
安

全
対
策
を
取
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

緊
急
性
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
予
算
措
置
を
し
、
提
案
し
た
い
。

質
問　

今
年
４
月
、
「
脱
原
発
を
め
ざ

す
首
長
会
議
」
が
結
成
さ
れ
た
。
73
の

自
治
体
首
長
が
参
加
し
て
い
る
。
市
長

も
参
加
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

趣
旨
に
は
賛
同
で
き
る
も
の
が

あ
る
が
、
今
後
の
動
向
を
見
極
め
た
い
。

質
問　

そ
の
他
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
や
国
保
税
の
減
免
を
質
問
し
た
。

質
問　

４
月
か
ら
介
護
報
酬
改
定
で
、

ヘ
ル
パ
ー
の
生
活
援
助
時
間
が
短
縮
に

な
っ
て
い
る
。
60
分
か
ら
45
分
で
行
っ

て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
は
、
帰
る
時
間
が
来

て
も
無
報
酬
で
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と

も
や
む
を
得
な
い
と
い
う
状
況
を
ど
の

よ
う
に
改
善
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

部
長　

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
設
定
し
、
短
時
間
の
訪
問

回
数
を
増
や
す
こ
と
も
可
能
と
な
り
、

ヘ
ル
パ
ー
の
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
で

は
な
い
。

質
問　

以
前
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
れ
ば
よ
い
が
、
ヘ
ル
パ
ー
も
時
間

を
考
え
、
現
場
は
大
変
だ
と
い
う
点
に

つ
い
て
ど
う
思
わ
れ
る
か
伺
う
。

部
長　

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
地
域
包

括
の
ケ
ア
マ
ネ
に
聞
い
て
も
弊
害
は
な

い
が
、
こ
れ
か
ら
相
談
が
出
る
可
能
性

は
あ
る
。

質
問　

小
中
学
生
の
通
院
の
窓
口
負
担

を
無
料
に
で
き
な
い
か
伺
う
。

部
長　

新
た
に
現
物
給
付
化
し
た
場
合
、

請
求
支
払
い
事
務
委
託
機
関
へ
の
委
託

料
や
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
が
増
加
す
る
。

質
問　

何
市
か
一
緒
に
取
り
組
む
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

部
長　

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
窓
口
で
の
負
担
無
料
化

は
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
、
国
会
で
法
案
が
出
さ
れ
て

い
る
が
、
今
の
認
識
を
伺
う
。

市
長　

国
の
動
向
を
十
分
に
注
視
し
、

保
育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
に
必
要
な

保
育
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

質
問　

通
学
路
の
安
全
対
策
は
と
ら
れ

て
い
る
か
伺
う
。

教
育
次
長　

学
校
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
取
組
を
進
め
る
。

質
問　

新
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実
施

を
受
け
、
授
業
時
間
の
確
保
や
指
導
内

容
の
増
加
に
伴
う
教
育
現
場
で
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
小

学
校
で
は
年
間
授
業
時
間
が
35
時
間
か

ら
70
時
間
増
え
て
、
中
学
校
で
は
各
学

年
で
35
時
間
増
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
１
日
６
時
間
の
授
業
が
増
え
、
小
学

４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
水
曜
日

以
外
は
６
時
間
の
日
課
表
で
あ
る
。
ま

た
、
指
導
内
容
が
大
幅
に
増
え
た
だ
け

で
は
な
く
、
学
ん
だ
こ
と
を
学
習
や
生

活
に
生
か
し
て
い
く
力
の
育
成
な
ど
指

導
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

が
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の

時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、
平
成
25
年

度
か
ら
夏
期
休
暇
を
５
日
間
短
縮
し
て
、

８
月
25
日
を
２
学
期
の
始
業
日
と
す
る

こ
と
の
検
討
を
開
始
し
た
。

質
問　

夏
休
み
を
５
日
間
短
縮
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
今
後
保
護
者
や
地
域
の

方
に
ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
伺
う
。

教
育
長　

６
月
末
に
育
友
会
の
会
長
に

基
本
的
な
考
え
方
を
説
明
し
、
意
見
や

改
善
点
を
集
約
し
て
、
教
育
委
員
会
、

学
校
の
先
生
、
育
友
会
と
で
話
し
を
詰

め
て
い
き
、
数
回
勉
強
会
を
し
て
、
決

定
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

大
分
県
で
は
森
林
・
林
業
の
活

性
化
の
た
め
に
21
年
度
か
ら
３
か
年
で

56
億
円
の
基
金
事
業
が
あ
り
、
日
田
市

で
の
実
績
を
伺
う
。

部
長　

日
田
地
域
で
は
約
19
億
円
の
基

金
が
配
分
さ
れ
、
間
伐
約
１
８
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
路
網
整
備
が
43
キ
ロ
、
高

性
能
林
業
機
械
を
６
台
導
入
、
製
材
所

等
の
17
事
業
所
で
乾
燥
機
等
の
加
工
施

設
が
整
備
さ
れ
た
。

吉　

田　

恒　

光

「
小
中
学
校
・
夏
休
み
短
縮
へ
」

権　

藤　

清　

子

「
改
正
」
介
護
保
険
に
つ
い
て
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質
問　

第
２
次
日
田
市
環
境
基
本
計
画

は
、
本
市
に
存
在
す
る
全
て
の
主
体
が

行
う
経
済
的
・
社
会
的
活
動
の
環
境
へ

の
配
慮
の
指
針
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

市
の
一
般
廃
棄
物
の
現
状
と
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

部
長　

昭
和
54
年
か
ら
分
別
を
開
始
し
、

現
在
は
16
分
別
で
あ
る
。
総
排
出
量
は
、

平
成
15
年
が
２
万
９
１
２
０
ｔ
と
最
大

で
あ
っ
た
が
、
生
ご
み
分
別
の
開
始
に

よ
り
平
成
22
年
度
は
２
万
３
７
６
６
ｔ

と
、
減
少
で
推
移
し
て
い
る
。
リ
サ
イ

ク
ル
率
は
、
平
成
32
年
度
ま
で
に
45
％

に
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
、
平

成
17
年
度
が
22
・
７
％
で
、
平
成
19
年

度
か
ら
の
５
年
間
は
、
約
37
％
か
ら
39

％
で
推
移
し
横
ば
い
状
態
で
あ
る
。

質
問　

こ
の
５
年
間
は
改
善
で
き
て
い

な
い
状
況
だ
が
、
新
し
い
対
策
は
。

部
長　

廃
プ
ラ
の
分
別
に
つ
い
て
、
効

率
の
よ
い
分
別
収
集
の
仕
方
や
処
理
方

法
も
今
後
検
討
を
し
て
い
く
。

質
問　

視
覚
障
が
い
者
の
方
に
対
す
る

支
援
と
情
報
取
得
の
状
況
を
伺
う
。

部
長　

外
出
さ
れ
る
際
の
同
行
援
護
事

業
や
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
事
業
が
あ
る
。
ま

た
、
補
装
具
給
付
事
業
に
よ
る
安
全
つ

え
や
義
眼
、
眼
鏡
の
支
給
等
も
行
っ
て

い
る
。
更
に
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

や
経
済
的
支
援
で
税
制
上
の
軽
減
措
置

も
あ
る
。
情
報
の
提
供
は
市
報
の
発
行

に
合
わ
せ
て
点
字
や
録
音
テ
ー
プ
に
よ

る
情
報
提
供
等
を
行
っ
て
い
る
。
更
に

情
報
支
援
用
具
の
給
付
も
行
っ
て
い
る
。

質
問　

新
た
な
支
援
は
考
え
て
い
る
か
。

部
長　

他
市
の
取
組
で
有
効
な
施
策
が

あ
れ
ば
、
是
非
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

こ
の
他
、
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
市
長
に
提

案
し
た
。

質
問　

政
府
は
、
税
と
社
会
保
障
の
一

体
改
革
で
「
総
合
こ
ど
も
園
」
を
打
ち

出
し
た
が
断
念
し
た
。
現
在
日
田
市
に

は
、
保
育
園
と
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚

園
が
あ
る
が
、
そ
の
現
状
を
伺
い
た
い
。

部
長　

保
育
園
は
、
定
員
１
７
７
５
名

に
対
し
て
１
７
３
７
名
で
、
通
常
の
保

育
事
業
に
加
え
延
長
保
育
事
業
、
一
時

預
か
り
事
業
な
ど
の
様
々
な
保
育
ニ
ー

ズ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
幼
稚
園
は
定

員
９
９
５
名
に
対
し
て
７
４
９
名
で
、

各
幼
稚
園
の
教
育
理
念
の
基
に
幼
児
教

育
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
認
定
こ
ど
も

園
は
定
員
１
２
０
名
に
対
し
58
名
で
、

園
の
教
育
理
念
に
基
づ
き
様
々
な
幼
児

教
育
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

質
問　

育
児
休
業
後
の
仕
事
へ
の
復
帰

支
援
策
は
あ
る
の
か
。

部
長　

出
産
等
で
離
職
し
た
場
合
の
就

職
支
援
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
一
時
保
育
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
行

政
と
し
て
中
小
企
業
に
何
ら
か
の
支
援

と
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

質
問　

感
染
症
の
病
気
に
な
っ
た
幼
児

は
、
保
育
園
な
ど
を
長
期
間
休
ま
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
と
き
の
支
援
は

あ
る
の
か
。

部
長　

病
気
の
回
復
期
で
７
日
間
を
基

本
と
し
、
病
後
時
保
育
事
業
を
丸
の
内

保
育
園
で
実
施
し
て
い
る
。

質
問　

福
岡
で
は
病
気
に
か
か
っ
た
幼

児
を
預
か
っ
て
く
れ
る
病
院
が
あ
る
と

聞
い
た
。
病
後
時
で
は
な
く
病
時
保
育

を
日
田
市
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
か
。

部
長　

医
療
機
関
に
お
け
る
施
設
整
備
、

人
員
配
置
な
ど
今
の
と
こ
ろ
厳
し
い
が
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
あ
る
。

質
問　

こ
の
他
、
竹
田
公
園
整
備
事
業
、

市
内
循
環
バ
ス
ひ
た
は
し
り
号
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

質
問　

財
団
法
人
日
田
市
市
民
サ
ー
ビ

ス
公
社
は
、
昭
和
63
年
に
設
立
さ
れ
、

現
在
、
公
募
施
設
と
非
公
募
施
設
内
の

92
か
所
の
施
設
管
理
を
受
託
し
て
い
る
。

調
べ
て
み
る
と
、
日
田
市
か
ら
市
民
サ

ー
ビ
ス
公
社
に
助
成
金
が
出
て
い
る
。

岩　

見　

泉　

哉

田　

邉　

�　

子

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

坂　

本　
　
　

茂

循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
取
組

日
田
市
市
民
サ
ー
ビ
ス
公
社
に
つ
い
て
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公
募
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
市
民
サ
ー

ビ
ス
公
社
だ
け
が
助
成
金
を
受
け
ら
れ

る
の
か
疑
問
が
出
て
く
る
。
指
定
管
理

者
な
の
で
日
田
市
か
ら
独
立
さ
せ
て
、

民
間
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

部
長　

市
民
サ
ー
ビ
ス
公
社
本
体
を
維

持
す
る
た
め
の
人
件
費
等
の
経
費
を
交

付
金
と
し
て
交
付
し
て
い
る
。
ま
た
、

公
益
財
団
法
人
と
し
て
許
可
を
受
け
る

予
定
で
あ
る
。

質
問　

市
民
サ
ー
ビ
ス
公
社
は
な
ぜ
委

託
料
だ
け
で
運
営
で
き
な
い
の
か
。

部
長　

法
人
の
運
営
に
関
す
る
部
分
、

こ
の
部
分
だ
け
を
交
付
金
と
し
て
交
付

し
、
そ
の
他
、
公
園
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
管
理
に
つ
い
て
は
委
託
料
等
の
名

目
と
し
て
契
約
し
て
い
る
。

質
問　

助
成
金
廃
止
の
方
向
で
経
費
の

削
減
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
市
長

の
意
見
を
伺
い
た
い
。

市
長　

法
人
格
の
見
直
し
を
進
め
て
お

り
、
そ
の
中
で
、
で
き
る
改
革
を
進
め

て
い
き
た
い
。

質
問　

慣
例
、
恒
例
、
随
時
な
ど
の
も

の
を
今
こ
そ
本
気
で
見
直
す
時
期
で
は

な
い
か
。
大
阪
の
橋
下
市
長
の
よ
う
に
、

大
な
た
を
振
る
っ
て
い
た
だ
き
、
若
い

人
に
負
の
財
産
を
残
さ
な
い
よ
う
住
み

や
す
い
日
田
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長　

今
回
質
問
い
た
だ
い
た
指
定
管

理
の
在
り
方
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
も

見
直
し
、
無
駄
を
省
き
、
効
率
化
を
進

め
、
将
来
に
負
の
遺
産
を
残
さ
な
い
よ

う
に
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

４
月
１
日
付
で
行
っ
た
行
政
組

織
の
見
直
し
、
機
構
改
編
を
市
長
は
ど

の
よ
う
に
自
己
評
価
し
て
い
る
か
。

市
長　

以
前
よ
り
情
報
等
の
共
有
が
進

ん
で
い
る
。
風
通
し
の
い
い
情
報
共
有

が
で
き
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
の

と
こ
ろ
は
思
う
よ
う
な
組
織
改
編
の
効

果
が
上
が
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

ひ
た
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
は
、
農

林
振
興
部
と
商
工
観
光
部
で
部
を
超
え

て
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
い
る
か
。

部
長　

加
工
品
等
を
観
光
部
門
の
ブ
ラ

ン
ド
課
が
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
流
通
を

推
し
進
め
る
会
議
に
お
い
て
も
、
部
を

超
え
て
戦
略
的
に
協
議
を
し
て
い
る
。 

部
長　

こ
れ
ま
で
は
商
工
観
光
部
は
６
・

７
階
に
分
か
れ
、
農
林
振
興
部
は
３
階

に
い
た
の
を
、
部
を
超
え
た
連
携
の
た

め
３
階
に
２
つ
の
部
を
配
置
し
た
。

質
問　

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
事
業
で

地
区
公
民
館
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る

パ
ソ
コ
ン
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い

な
い
。
何
ら
か
の
抜
本
的
な
改
善
は
。

部
長　

パ
ソ
コ
ン
の
管
理
者
と
協
議
し

な
が
ら
、
利
用
方
法
を
今
後
検
討
す
る
。

質
問　

本
庁
舎
一
階
の
行
政
資
料
コ
ー

ナ
ー
の
資
料
が
不
十
分
だ
と
思
う
が
。

部
長　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
る
情
報
、
冊
子
な
ど
に
つ
い
て
は

公
開
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
す
る
。
設
置
要

綱
等
に
報
告
書
等
も
展
示
す
る
と
し
て

お
り
、
各
部
署
に
周
知
す
る
。

質
問　

水
郷
ひ
た
応
援
基
金
に
積
み
立

て
ら
れ
て
い
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

金
の
金
額
と
今
後
の
活
用
計
画
は
。

部
長　

平
成
20
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で

４
年
で
21
件
、
総
額
５
３
４
万
円
。
１

０
０
万
円
以
上
が
４
件
で
２
名
か
ら
い

た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
基
金
の
活

用
は
行
っ
て
い
な
い
。

森　

山　

保　

人

情
報
共
有
へ
の
取
組
は
？

　一般質問は、水郷ＴＶ（市情報センター）

及びＫＣＶコミュニケーションズで生中継し、

後日、録画放映も行っていますので、是非ご

視聴ください。なお、閉会日についても６月

定例会から後日録画放映を行っています。

市役所１階の行政資料コーナー市役所１階の行政資料コーナー



市議会だより

　

日
田
市
税
条
例
及
び
日
田
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
は
、
年
金

所
得
者
の
申
告
手
続
き
の
簡
素
化
や
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
居
住
用
財
産

の
敷
地
に
係
る
譲
渡
期
限
の
延
長
な
ど
、

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
準
じ
所
要
の

措
置
を
講
ず
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
た
。

　

平
成
24
年
度
日
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億

２
９
５
４
万
９
０
０
０
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
を
３
８
２
億
４
２

０
７
万
２
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
歳
入
の
補
正
は
、
国
庫
支
出
金
を

１
０
０
０
万
円
、
市
債
を
３
４
３
０
万

円
増
額
し
た
ほ
か
、
一
般
財
源
所
要
額

８
５
２
４
万
９
０
０
０
円
を
財
政
調
整

基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

歳
出
の
う
ち
当
委
員
会
に
審
査
の
付

託
を
受
け
た
企
画
費
は
、
新
た
に
設
置

す
る
「
ひ
た
地
域
水
源
地
観
光
開
発
推

進
委
員
会
」
の
委
員
謝
礼
及
び
旅
費
を

補
正
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　

専
決
処
分
、
日
田
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
及
び
日
田
市
都
市
計

画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

承
認
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
の
評

価
替
え
に
伴
い
、
土
地
に
係
る
負
担
調

整
措
置
を
３
年
間
延
長
す
る
こ
と
や
、

東
日
本
大
震
災
に
係
る
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
、
新
た
な
住
宅
借
入
金
を

有
す
る
場
合
に
合
算
し
て
適
用
す
る
こ

と
な
ど
、
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
、
平
成
24
年
３
月
31
日
に
公

布
さ
れ
、
一
部
の
規
定
を
除
き
同
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
に

準
じ
て
前
記
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

専
決
処
分
し
た
も
の
で
、
原
案
の
と
お

り
承
認
し
た
。

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、

津
江
小
中
学
校
校
舎
新
増
改
築
建
築
主

体
工
事
及
び
高
瀬
小
学
校
屋
内
運
動
場

改
築
建
築
主
体
工
事
の
請
負
工
事
契
約

を
締
結
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
た
。

　

な
お
、
工
事
に
当
た
っ
て
は
、
児
童
・

生
徒
の
安
全
と
学
習
環
境
の
確
保
に
十

分
努
め
る
と
と
も
に
、
工
事
車
両
の
通

行
な
ど
、
周
辺
住
民
の
環
境
に
も
配
慮

す
る
よ
う
要
望
し
た
。

　

平
成
24
年
度
日
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
審
査
の
過
程
で
出
た
次
の
意

見
・
要
望
を
付
し
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
た
。

　

教
育
振
興
費
の
大
山
小
中
学
校
校
舎

等
新
増
改
築
事
業
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
大
山
海

洋
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
、
施
設
一
体
型
の

小
中
一
貫
校
を
整
備
す
る
た
め
、
基
本

設
計
、
実
施
設
計
等
を
委
託
す
る
も
の

で
あ
る
。
審
査
の
中
で
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
大

山
海
洋
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
整
備
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
地
域
防
災
の
拠
点
及
び

住
民
の
避
難
施
設
と
な
る
こ
と
か
ら
安

全
面
で
適
正
な
の
か
、
と
い
う
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　

学
校
管
理
費
の
小
中
学
校
内
危
険
樹

木
緊
急
伐
採
事
業
は
、
小
中
学
校
敷
地

内
の
樹
木
で
、
倒
木
の
お
そ
れ
の
あ
る

枯
損
木
を
対
象
に
、
事
故
等
の
未
然
防

止
を
目
的
に
伐
採
を
行
い
、
児
童
・
生

徒
の
安
全
確
保
及
び
適
正
管
理
に
努
め

る
も
の
で
あ
る
。
小
中
学
校
敷
地
内
の

樹
木
に
は
、
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
、
記
念

樹
、
地
域
の
思
い
出
な
ど
、
歴
史
が
刻

ま
れ
た
も
の
が
あ
り
、
伐
採
に
当
た
っ

て
は
学
校
長
や
地
域
の
方
々
の
意
見
を

聞
く
な
ど
慎
重
を
期
し
、
樹
木
医
等
の

診
断
を
受
け
な
が
ら
事
業
に
着
手
す
る

よ
う
要
望
し
た
。

ひ
た
地
域
水
源
地
観
光
開
発
の

成
果
を
望
む

●
総
務
委
員
会
●

小
中
学
校
校
舎
等
建
設
・

設
計
な
ど
の
事
業
を
可
決

●
教
育
福
祉
委
員
会
●
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平
成
24
年
度
日
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
の
う
ち
、
経
済
環
境
委
員
会
が
審

査
し
た
部
分
は
、
日
田
市
葬
斎
場
と
霊

き
ゅ
う
車
の
業
務
が
市
の
直
営
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
予
算
の
組
み
替
え
、
新

た
に
必
要
に
な
る
人
件
費
や
葬
斎
場
の

庭
園
整
備
工
事
費
等
の
追
加
で
８
６
２

万
７
０
０
０
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

審
査
の
中
で
は
、
「
火
葬
業
務
と
霊

き
ゅ
う
車
業
務
が
同
一
業
者
へ
の
委
託

と
な
っ
て
い
る
が
、
分
離
し
て
委
託
す

べ
き
で
は
な
い
か
」
「
全
国
的
に
は
、

火
葬
業
務
を
直
営
で
や
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
」
「
火
葬
業
務
に
つ
い
て
、

次
の
業
者
に
円
滑
に
移
行
す
る
た
め
の

予
算
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
で

き
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
来
年
度
以
降

の
葬
斎
場
管
理
業
務
の
在
り
方
に
つ
い

て
早
め
に
議
会
に
提
案
す
る
こ
と
を
求

め
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　

住
民
基
本
台
帳
法
を
改
正
す
る
法
律

な
ど
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

は
、
外
国
人
住
民
が
住
民
基
本
台
帳
法

の
対
象
と
な
り
、
必
要
な
条
例
整
備
と

認
め
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

社
団
法
人
「
メ
サ
と
滝
回
廊
」
が
請
願

し
た
「
水
郷
ひ
た 

水
と
文
化
ア
ー
ト

プ
ラ
ン
」
の
た
め
の
調
査
室
設
置
は
、

各
担
当
課
の
意
見
を
聞
き
検
討
し
た
が
、

引
き
続
き
調
査
検
討
す
る
こ
と
と
し
、

継
続
審
査
と
し
た
。

　

工
事
委
託
協
定
の
変
更
協
定
の
締
結

に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水
道
日
田
終
末

処
理
場
の
改
築
更
新
計
画
に
基
づ
き
、

平
成
15
年
度
か
ら
10
か
年
計
画
で
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
今
回
、
入
札
に
お

け
る
減
額
及
び
設
計
内
容
の
精
査
に
よ

り
、
委
託
金
額
が
減
額
と
な
る
も
の
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
３
月
28
日
に
、
日
田
市
が
管

理
す
る
市
道
中
央
通
り
線
上
に
お
い
て

発
生
し
た
、
街
路
樹
倒
木
事
故
に
対
す

る
損
害
賠
償
額
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
、
損
害
賠
償
額
の

算
定
に
お
け
る
過
失
割
合
は
、
全
国
市

有
物
件
災
害
共
済
会
と
の
交
渉
に
よ
り
、

市
の
１
０
０
％
の
過
失
と
な
っ
て
お
り
、

相
手
方
に
支
払
う
車
両
損
害
に
要
し
た

費
用
は
78
万
７
６
６
０
円
と
な
っ
て
い

る
。
今
回
は
物
損
事
故
に
係
る
賠
償
の

み
で
、
人
身
事
故
に
係
る
賠
償
は
、
相

手
方
の
け
が
の
治
癒
を
待
っ
て
補
償
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
委
員
会
と
し
て
は
、

け
が
を
さ
れ
た
方
の
早
期
完
治
を
願
う

と
と
も
に
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
故

が
起
き
な
い
よ
う
、
安
全
管
理
の
徹
底

を
強
く
付
言
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
た
。

　

平
成
24
年
度
日
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
は
、
特
殊
地
下
壕
の
安

全
対
策
費
及
び
街
路
樹
・
公
園
緑
地
に

お
い
て
、
倒
木
等
の
危
険
性
の
あ
る
樹

木
の
調
査
費
用
を
計
上
す
る
も
の
で
、

必
要
な
措
置
と
認
め
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
た
。

葬
斎
場
の
管
理
が
直
営
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
補
正
予
算
案
を
承
認

●
経
済
環
境
委
員
会
●

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

な
ど
を
可
決

●
建
設
委
員
会
●

　市議会は、公開を原則としていますの

で、どなたでも傍聴することができます。

　車いす（３台分）での傍聴もできます。

　皆さんのお越しをお待ちしています。

議会をご覧になりませんか
　

６
月
定
例
会
の
議
会
運
営
委
員

会
で
、
次
回
（
９
月
）
定
例
会
の

議
事
日
程
案
を
協
議
し
、
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
正
式
な
日
程
は
８
月
31

日
（
金
）
開
催
予
定
の
議
会
運
営

委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

�
９
月
５
日（
水
） 

…
開　
　

会

�
９
月
12
日（
水
）〜
14
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

…
一
般
質
問

�
９
月
18
日（
火
） 

…
議
案
質
疑

�
９
月
19
日（
水
）〜
21
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

…
各
委
員
会

�
９
月
25
日（
火
） 

…
閉　
　

会

９
月
定
例
会
議
事
日
程



市議会だより

議会報告会を開催しました議会報告会を開催しました
　日田市議会では４月19日から５月９日にか

けて、４班に分かれて市内12か所で議会報告

会を開催し、新年度予算の内容やその審議経過

を報告しました。

　市議会では現在、開かれた議会を目指して議

会改革に取り組んでおり、今回の報告会はその

一環で開催したものです。

　報告会では、財政問題や学校跡地の活用、情

報センター関係、福祉関係など多くの意見や要

望が出され、有意義なものとなりました。

　報告会終了後には全員協議会を開催して、報

告会全体をまとめた報告書を確認しました。ま

た、報告会で出された執行部に対する意見・要

望等は、各常任委員会で協議し、各常任委員長

から担当部長に伝えました。

　報告会では、参加者にアンケートをお願いし

ました。結果は以下のとおりです。

アンケート集計結果（報告会参加人数  367人　 アンケート回収数  308件　 回収率  83.92％）

問１ あなたの性別、年齢をお答えください。

問２ 本日の議会報告会をどのようにして
お知りになりましたか。（複数可）

問４ 本日の報告会の時間はいかがでしたか。

問３ 本日の報告会の説明はいかがでしたか。

問５ 今後もこのような報告会に参加したいと

思いますか。

◎性別

◎年齢

男性 86.37％男性 86.37％

無回答 2.27％

女性

11.36％

女性

11.36％

20歳代 0.32％
無回答 0.65％

30歳代 1.30％80歳以上 2.60％

短かった 14.94％短かった 14.94％

40歳代 7.47％

50歳代
28.25％
50歳代
28.25％

60歳代
32.79％
60歳代
32.79％

市報
38.98％
市報
38.98％

チラシ
12.99％
チラシ
12.99％

告知放送 12.30％告知放送 12.30％

案内状 11.37％案内状 11.37％

ケーブルテレビ
6.73％
ケーブルテレビ
6.73％

70歳代
26.62％

参加したい
39.28％
参加したい
39.28％

機会があれば
参加したい
52.60％

機会があれば
参加したい
52.60％

あまり参加したいと
思わない 3.90％

参加したくない 0.32％

ちょうどよかった
69.48％

ちょうどよかった
69.48％

分かり
やすかった
40.26％

どちらとも
いえない
　　39.61％

分かり
やすかった
40.26％

分かりにくかった
8.77％

無回答 11.36％

無回答 10.71％ 長かった 4.87％

どちらとも
いえない
　　39.61％

議員の紹介 6.73％議員の紹介 6.73％

知人の紹介 4.41％ その他 6.49％

無回答 3.90％
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無回答 1.62％

問８ 市議会議員の活動内容を知っていますか。 問９ 現在の市議会議員の数は24名ですが、

ご存知でしたか。

問６ 議会で発行している「ひた市議会だより」

はご覧になりますか。

問10 市議会議員の数について、どう感じますか。

問12 現在の市議会をどう思いますか。

問11 議員報酬月額39万２千円（全国平均42万円）
についてどう思いますか。

問７ ケーブルテレビで放送している市議会一般
質問の放送はご覧になりますか。

問13 市議会に市民の声が反映されていると

思いますか。

毎回読んでいる
62.01％
毎回読んでいる
62.01％

時々読んでいる
31.82％
時々読んでいる
31.82％

ほとんど読んで
いない 4.55％

読んでいない 0.32％

無回答 1.30％

無回答 8.77％
無回答 3.25％

無回答 12.99％

無回答 11.69％
無回答 11.36％

評価する 6.82％
反映されている
4.22％

ある程度評価する
56.17％
ある程度評価する
56.17％

ある程度
反映されている
54.55％

ある程度
反映されている
54.55％

反映されていない
19.81％
反映されていない
19.81％

あまり評価しない
19.15％
あまり評価しない
19.15％

まったく評価
しない 1.62％

わからない 4.55％

わからない 10.06％わからない 10.06％

無回答 13.64％

知っている
41.88％
知っている
41.88％

知っていた
84.74％

知っていた
84.74％

あまり知らない
47.73％
あまり知らない
47.73％

知らない 7.14％

多い
33.44％
多い
33.44％

ちょうどよい
39.61％
ちょうどよい
39.61％

多い
28.89％
多い
28.89％

ちょうどよい
31.82％
ちょうどよい
31.82％

少ない
2.60％

少ない 2.92％

わからない
11.36％ 

わからない
22.73％ 
わからない
22.73％ 

知らなかった
6.49％

毎回見ている 15.59％毎回見ている 15.59％

時々見ている
60.06％

時々見ている
60.06％

ほとんど見ていない
14.94％
ほとんど見ていない
14.94％

見ていない 7.79％



市議会だより

◎
市
議
会
だ
よ
り
の
お
尋
ね
は
、
市
議
会
事
務
局
（
☎
�
８
２
１
４)

へ
。
市
議
会
だ
よ
り
は
、
古
紙
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
「
植
物
油
イ
ン
ク
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
議
会
で
は
、
次
の
意
見
書
を
採

択
し
、
国
の
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し

た
。

●
消
費
税
の
増
税
に
反
対
す
る
意
見
書

　

税
制
の
大
原
則
は
、
「
生
活
費
に
税

金
を
掛
け
な
い
」
こ
と
と
、「
能
力
に
応

じ
て
公
平
に
税
金
を
負
担
す
る
」
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
原
則
を
踏
ま
え
た
税
制

に
よ
っ
て
財
源
を
確
保
す
べ
き
こ
と
か

ら
、
国
に
対
し
、
消
費
税
増
税
を
し
な

い
こ
と
、
大
企
業
、
大
資
産
家
に
応
分

の
負
担
を
求
め
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

●
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
に

　

関
す
る
意
見
書

　

子
ど
も
た
ち
に
、
教
育
の
機
会
均
等

と
教
育
水
準
を
保
障
す
る
た
め
に
必
要

不
可
欠
な
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

に
つ
い
て
、
国
負
担
率
を
２
分
の
１
に

復
元
す
る
こ
と
を
含
め
、
制
度
を
堅
持

す
る
こ
と
、
ま
た
、
き
め
細
か
い
教
育

の
実
現
の
た
め
に
、
30
人
以
下
学
級
・

複
式
学
級
解
消
を
基
本
と
し
た
次
期
教

職
員
定
数
改
善
計
画
を
実
施
す
る
こ
と

を
求
め
る
も
の
。

　

次
の
方
を
人
権
擁
護
委
員
に
推
薦
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

武
原　

龍
二  

氏
（
上
津
江
町
）

　

次
の
方
を
日
田
市
監
査
委
員
に
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

小
ケ
内　

聡
行  

氏
（
中
本
町
）

�
�

意　

見　

書

日
田
市
監
査
委
員

人
権
擁
護
委
員

虚礼廃止に ご理解・ご協力を!

議員が、選挙区内の初盆参りにおいて、ご仏前

　　や線香をお供えすることはできますか。

親族（６親等内（またいとこ・はとこ）の血族、

　　配偶者及び３親等内（おじ・おば・おい・めい）

の姻族）に対して行う場合を除いて、寄附に当たりま

すので禁止されています。

議員が、暑中見舞いや残暑見舞いを選挙区内の

　　市民に対して出すことは許されますか。

親族に対して行う場合及び答礼のための自筆に

　　よるものを除いて、禁止されています。例えば、

パソコン等による裏面印刷は、自筆によるものと認め

られませんので禁止されています。さらに、署名のみ

自筆したもの、または、口述して他人に代筆させたも

のも自筆とは認められません。

　この他、議員が、各種総会や地区運動会などで寸志・

ご祝儀やお酒を出すこと、親族以外へ贈るお中元・お

歳暮・病気見舞い・入学祝いなど、従来から慣行とし

て行われていることであっても、寄附に当たりますの

で禁止されています。

　また、議員に対し、市民がこれらを求めることも違

反となります。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　

市
議
会
だ
よ
り
は
、
市
民
の
皆

様
と
議
会
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
親
し
ま
れ
る
も
の
で
あ
り

続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

前
号
か
ら
、
質
問
議
員
の
顔
写

真
を
掲
載
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
各
定
例
会
に
お
け
る

全
会
一
致
以
外
の
賛
否
の
状
況
と

賛
否
の
主
な
討
論
の
内
容
を
掲
載

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
い

議
会
の
実
現
の
た
め
、
そ
の
一
端

を
担
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
親

し
み
や
す
い
市
議
会
だ
よ
り
の
発

行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

            　

   

（
古
田
京
太
郎
）

編
集
後
記

　７月３日からの梅雨前線に伴う豪
雨で、被災されました方々に心から
お見舞い申し上げます。

議　長　井 上 明 夫

議　員　大 谷 敏 彰

　〃　　嶋 � 健 二

　〃　　石 橋 � 彦

　〃　　中 野 靖 �

　〃　　� 瀬 　 剛

　〃　　飯 田 茂 男

　〃　　森 山 保 人

　〃　　松 野 勝 美

　〃　　立 花 正 典

　〃　　財 津 幹 雄

　〃　　坂 本 　 茂

副議長　溝 口 千 壽

議　員　赤星仁一郎

　〃　　吉 田 恒 光

　〃　　日 隈 知 重

　〃　　樋 口 文 雄

　〃　　坂 本 盛 男

　〃　　古田京太郎

　〃　　羽 野 武 男

　〃　　田 邉 � 子

　〃　　岩 見 泉 哉

　〃　　権 藤 清 子

　〃　　居 川 太 城


